
平成24年度　総務部の経営方針 総務部長　　　小田秀平　

H20実績 H21実績 H22実績 H23実績 H24末目標

1
地震や火災などの災害に対する備えができている市
民の割合（市民実感調査より）

３４．０％ ３２．８％ ３６．１％ ３７．２％ ３０．０％

2犯罪発生件数（川西警察署管内、暦年） １，９４５件 １，９９４件 １，７８６件 １，８８３件 １，５５０件

1市民への情報提供度を高める（市民実感調査より） １５．６％ １６．１％ １６．０％ １５．９％ １５．７％

2市税収納率 ９０．２％ ９０．４％ ９０．２％ ９０．５％（見込み） ９１，０％

3市税収納率（現年度課税分の収納率） ９８．４％ ９８．４％ ９８．６％ ９８．７％（見込み） ９８．７％

1 - ７６．０％ ７６．０％ ８３．０％ ８５．０％

2 - 年１０件 年 ２１件 年２２件 年１５件

3 - 年７５件 年６４件 年９７件 年１００件

4 年２回 年２回 年２回 年２回 年６回

5 - ６０．９点 ６０．３４点 ６２．９９点 ６５．０点

6 - ６７．８％ ６５．７％ ６８．４％ ７０．０％

１．川西市の重点方針 ２．総務部のサービス対象者 ３．総務部を取り巻く経営環境

元気でうるおいのあるオンリーワンのまちづくりを実現するた
め、第４次総合計画後期基本計画「笑顔・ときめき川西プラン」
に掲げる次の３点に重点を置いて施策展開を図ります。
　①次代を担う子どもたちが健やかに育つ環境づくり
　②市民の笑顔と元気がみなぎるまちづくり
　③市民とともに築く未来に向けたまちづくり

 
①市民
②来庁者
③災害弱者
④業者
⑤職員

① 税収の減
② 職員数の減少
③ 職員の高齢化（再任用含む）
④ 施設の老朽化
⑤ 危機管理事象の発生
⑥ 地域の繋がりの希薄化
⑦ 意思決定過程の透明化
⑧ 費用対効果意識の徹底

①総務部各課において常にコミュニケーションが図れてお
り、他部署と連携する業務において、市としての対応策を
迅速に判断できる。
②職員が自由にアイデア・意見を出せる職場風土にあり、
前例にとらわれない発想で意見交換ができる
③法制・税務事務等の専門知識を有する職員が配置され、
専門的な知識に関して他部署への指導・助言がスムーズ
にできる。
④総務部各課に組織（チーム）力があり、ミーティング等を
活用した課題への取り組み方など活発な議論が交わされ
意見が集約され、部全体でも助け合える状況にある。

①市民の満足に向けて

①市民が利用しやすく、情報がスムーズに得られる情報公開制度のあり方を検討する。
②税の重要性、税の使途、職員の給与等をわかりやすく知らせるため、多様な情報提供ツー
ルと提供内容を検討する。
③安全・安心な生活を念頭に置き、危機管理において発生時の情報の収集及び提供につい
て、タイムリーにできるよう、市の体制を確立する。
④時代・社会の要請に敏感な意識を醸成する。

②組織体質の改善に向けて

①円滑な業務推進のため、マニュアルや要綱の見直しを進める。
②職員構成の適正化を進め、組織の活性化を図る。
③適正な人事管理、人事評価、各種制度のあり方等について検討する。
④市組織全体を見据え、必要な基礎情報を部内で整理し提供する。

４．総務部がめざす姿

～市民満足度を高めるため、庁内組織に対する情報発信・支援体制の強化に努めます～

Ⅰ　市の業務の総合的な管理、職員の適正な配置を行い、効率的な行政運営の地盤を支えます。
Ⅱ　災害・防災体制に関する総合的な情報発信を行い、効果的な対応を支援します。
Ⅲ　自主財源である市税の重要性を再度認識することを通して、行政運営の効率化を促進します。

指　　標 H19実績
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３１．８％

５．総務部の現状

(1)重要成功要因 (2)経営上の強み （３）経営上の課題

①総務部内において、他部署との調整や助言、指
導等を行った内容を情報共有し、また、関係所管に
情報発信を行う。
②市全体の組織力を向上させるため、研修等を通し
た職員の育成を積極的に行う。
③業務への透明性を確保するため、入札や検査等
に係る制度の改正、規定の整備等の内容を周知
し、全庁的な対応ができるよう努める。
④情報公開や税、防災等に関する情報発信源とし
て効果的な方法を模索し、他部署において職員が
迅速に対応できるようマネージメントする。
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１０．７％

９０．６％

９８．３％

、

６．総務部の重点目標 ７．総務部の目標

(

1)
市
民
満
足
の
向
上
に
向
け
て

①他部署への情報発信を重視し、内部組織力を
強化し、市全体で対応できる組織の構築。（情報
公開、危機管理、市税）
②透明性を必要とする業務について、正しい情報
を提供することを心がけ、市民に納得してもらえ
る　よう説明責任を果たす。(市税、給与、入札、
工事)　③犯罪等のない街を目指し地域との連携
を高めるため、必要な情報についての周知方法
を工夫し、地域が能動的に動けるよう検討してい
く。

-

課内・部内改善提案（気付きの提案）件数

２，０２７件

職員満足度アンケート　　　(Ⅱ勤務条件等・・・人事異動・配置） -

(

2)

組
織
体
質
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改
善
に
向
け
て

①広範多岐にわたる総務部内業務の連携を強化
するため、ミーティング等を利用した意見交換を
積極的に行う。
②法制・税等専門知識を有する業務について、マ
ニュアル等の見直し・作成を行い、組織全体で対
応できるよう職員に周知徹底する。
③働きやすい職場にするため、自由に意見が交
わせる職場風土・環境づくりを行う。
④職員の育成、モチベーションをあげるための評
価や制度、配置のあり方等について見直しを行っ
ていく。
⑤定期的な振り返り・点検に重点化した幹部職員
によるミーティングを実施する。

効果的な課内ミーティングが実施されていると感じる職員の割合 -

新規又は見直ししたマニュアル件数

-

職員安全衛生委員会（職場環境等）の開催回数 年２回

職員満足度アンケート（市全体） -


